


















品・下品の往生人と、 『無量寿経』 ・ 『平等覚経』に説示される中輩・下輩の往生人とを同一視し、 『平等覚経』の中輩・下輩に関しては「暫信暫不信（教えを暫く信じ、暫く信じない（
」という心が不安定な
状態である人々であっても、極楽往生が可能であることを論じている。珍海においては、暫信の期間に信心 確定するので極楽往生が確定す が、暫不信という欠点を有していることから極楽 辺地へし、蓮華のつぼみの中（胎内（で長時間過ごさなければならない いう、二重構造がみられる。本稿では、 「正果決定」において論じられ
　『決定往生集』において珍海は、一向専精信受を「信心決定義」の大前提としながらも、 「暫信暫不信」という、心が不安定な状態である人々であっても、極楽往生が可能であることを論じている。この「暫信暫不信」による往生とは、暫 の期間に信が確定す ので極楽往生が確定するのであるが、 という欠点を有し ことから極楽の辺地へ胎生するという二重の構造





































生（次の次 生涯（において極楽へ往生す こ であるとしている。　
次に成瀬は、平安浄土教に影響を与えたとされている新羅浄土教思
想の中から、特に憬興の 因願に対する考え方が珍海 与えた影響を考察し、 『決定往生集』にみられる「下輩人の暫信によ 順次往生」という往生観と第二十願の位置づけを検討し いる。そ 中でも特に


























































　『決定往生集』において規定される信心と疑心に関しては、序論部において、経文と道理と信心を挙げて が決定することを論述する、いわゆる三種決定の項に 下のよ に述べられている。




【訓読】その信心とは、若し上の如き文理の中に於て、心に信受を生ずるを卽ち「決定」と名く 「決定」とはこれ信の相なるを以ての故に。故に『觀經』に云く、 「必ず淨國に生ぜんも は心に疑ひ無きことを得よ」と 〈已上〉 無疑」は卽ち信なり。決定































































































信・暫不信」と説いてい そ てこのような人には、利得もあれば、損失もあるとして、信によるから往生し、疑によるから花の胎内にあると示してい 。　
以上のように珍海は、 「暫信」ゆえに往生が決定し、 「暫不信」ゆえ
に胎生となるとし、前者を「得」 後者を「失」と呼んでいる。　
そもそも先の表のように、 『決定往生集』で 、 『平等覚経』に説く






暫不信の得失 各三種類ずつ 分類 ている。










































【訓読】彼の國の人民、胎生の者有り。汝、復た見ざるやいなや。對へて曰さく、已に見たてまつる 其の胎生の者の 處する所の宮殿、或は百由旬 或は五百由旬 各其の中に於て 諸の快樂を受くること、忉利天上の如くにし 、亦た皆自然なり。爾時、慈氏菩薩、佛に白して言さく。世尊。何の因 何 縁あつか、彼の國の人民 胎生 化生なる 佛、慈氏に告げ まはく若し衆生有りて、疑惑の心を以て諸の功德を修し 、彼の國に生れんと願はんに、佛智、不思議智、不可稱智、大乘廣智 無等無倫最上勝智を了せず 此の諸の智に於 疑惑して信ぜず。然れども猶ほ罪福を信ずるをもつて、善本を修習 、其 國 生れんと願ず。此の諸の衆生 宮殿に生じて 壽五 歳まで常に佛を見たてまつらず、經法を聞きた まつらず、菩 を見
たてまつらず。是の故に彼の國土に於て、之を胎生と謂ふ。

















































【訓読】其の中輩の者は、十方世界の諸天人民、其れ至心有りて彼の國に生ぜんと願はば、行じて沙門と作り 大い 功德を修むること能はずと雖も、當に無上菩提の心を發して 一向 專ら無量壽佛を念ずべし。多少に善を修して 齋戒 奉持し 塔像を起立し、沙門に飯食せ め、繒を懸け 燈を然し 華を散じ 香を燒き、此を以て迴向して彼の國に生ぜんと願ずれば、其の人 終りに臨んで、無量壽佛、其の身を化現したまふ。光明相好 具さに眞佛の如し。諸の大衆 與に、其 人の前 現じたまふ。即ち化佛 隨ひて其の國に往生す。不退轉に住して、功德智慧 次い
で上輩の者の如し。
（下輩（







































【訓読】問ふ。 『菩薩處胎經』に云く、 「西方、此の閻浮提を去ること十二億那由他にして懈慢界有り。國土快樂にして、倡伎樂を作す。衣被服飾、香花莊嚴、七寶轉た牀を開く。目を擧げて東に視れば、寶牀隨轉し 北に視、西に視 南に視ることもまた是の如く轉ず。 〈私に云く 自ら座する所の牀、廻願に隨ひて轉ずるなり。意は、其の中の衆生 諸の玅境に於て、久久 受用し 勞倦無きことを顯示せんと欲するなり。 〉前後發意の衆 阿彌陀佛國に生ぜん 欲する者 皆深く
懈慢國土
に著して前進して阿
彌陀 ずること能はず 億千萬衆 時 一人有りて 能く阿彌陀佛國に生ず。何を以ての故に皆懈慢にして執心牢固ならざるに由りてなり。 」 〈云云〉此 經の説に準ずるに、往生を願ずる者千萬衆の中に、すなはち一人有り 生ずることを得。餘は則ち生ずること能はず。若し爾らば、何ぞ決定往生 言ふことを るや。































































 曽和義宏「辺地胎生往生について」 （ 『浄土宗学研究』第二七号、八三頁、二〇〇〇年、平成十三年二月一〇日月例研究会報告（を参照した。
（
（
 若林隆壽「珍海の「辺地胎生」と「懈慢国往生」に対する捉え方について」 （ 『大正大学浄土学研究室大学院研究紀要』九号、一九八三（
（
（




















『決定往生集』 （ 『元禄本』二丁左─三丁右・ 『大正』八四、一〇三頁上・ 『浄全』一五、四七四頁下
（
（0（ 坂上雅翁「珍海の往生思想」 （ 『浄土宗学研究』第一〇号、一九七七、知恩院浄土宗学研究所（二二二頁。
（
（（
































 『決定往生集』 （ 『元禄本』一一丁右・ 『大正』八四、一〇四頁中・ 『浄全』十五、四七八頁上（
（
（（






 成瀬隆順「珍海撰『決定往生集』における第二十願の位置づけ」 （ 『印度學佛教學研究 六四巻二号
（
五七六頁において、 『決定往生集』第






 『決定往生集』 （ 『元禄本』三丁右・ 『大正』八四、一〇三頁上・ 『浄全』一五、四七四頁下（
（
（（
 『決定往生集』 （ 『元禄本』一三丁右・ 『大正』八四、一〇五頁上・ 『浄全』一五、四七八頁下（
（
（（
 『決定往生集』 （ 『元禄本』一四丁右・ 『大正』八四、一〇五頁上・ 『浄
全』一五、四七九頁上（
（
（0（ 『決定往生集』 （ 『元禄本』一四丁右─左・ 『大正』八四、一〇五頁上・ 『浄全』一五、四七九頁上（
（
（（






はその国の楽しみを見てそこへ留まる。極楽には及ばないが楽しいところである。不殺生の功徳によって後に極楽へ往生するとしている。また『決定往生集』において珍海が度々取り上げる疑心や懈慢について、永観の『往生拾因 では、 「實疑心懈怠徃生之重障」と示されいるように、疑心や懈慢が極楽往生に際しての重大な障害となると理解され いる。
（
（（
 『決定往生集』 （ 『元禄本』一五丁左─一六丁右・ 『大正』一〇五頁中・ 『浄全』十五、四八九頁下─四九〇頁上（
（
（（





 『無量寿経』 （ 『浄全』一、三三─三四頁（
（
（（
 珍海が『無量寿経義疏』における得失解釈の説示を受けて、 「九品に約して得失を論ずるのみ」と述べ 筆者は未だ浄影の思想を十分に理解できていないので、本稿では珍海の文言に依って論じておくこととし、浄影の内容 今後の課題とする。
（
（（
 『決定往生集』 （ 『元禄本 一三丁左・ 『大正』八四、一〇五頁上・ 『浄全』一五、四七九頁上（
（
（（








 『無量寿経』 （ 『浄全』一、一九─二〇頁（
（














『後出阿弥陀仏偈』 （ 『大正』一 、二七八頁中（
（
（（
 『決定往生集』 （ 『元禄本』一六丁右─左・ 『大正』八四、一〇 頁中─下・ 『浄全』一五、四八〇頁上（
（
（（
 成瀬隆順（前掲論文（参照。（はっとり
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良文
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